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昭和 39年度目野市一般会計予算

昭和 39年度 日野市一般会計予算は、 次K定める とと ろKよる。

(歳入歳出予算 〉

ガァ?条 歳入歳出予算の総額は、 歳入放出 それぞれ 7 9 3， 5 9 9千円 と定め

る。

2. 歳入歳出予算 の款項の区分及び当該区分どと の金績は¥ rコナ 1表歳

入歳出予算 」に よる。

(市 偵 〉

才 2条 地方自治法才 230条才 1項の規定tてよ b起すとと がで きる 市債

の起Htの 目的、限度額、起債の方法、利率及びイ賞選の方法は「方 2

表市債JVCよる。

(一時借入金 )

才 3条 地方自治法フナ235粂の 3才 2項の規定Kよる 一時借入金の借入れ

の故高傾は 10 0，0 0 0千円 と定める O

(歳出予算のifrE用〉

才 4条 地方自治法才 220条才 2項た工 し蓄の規定Kより 以出予算の各項

の経貨の金鋲を流用するととができる場合は次の となDと定める。

(1 ) 各項K計上した給料、j成員手当及び共済貿(賃金K係る共済資

をl徐<) (rC係る予算頒十ζ過不足を生じた場合(rC:J，-'ける l可一致内で

とれらの経貨の各項の間の流用

昭和 39年 3月 12日提出

日野市長 古 谷 太
円
円
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出 予算

第 表

入ん文

款 ll 項 l5;:一1. 市

民 税 2 3 3， 6 8 7 

2. 国 定 資 産 税。 1 8 0， 0 7 1 

3.軽 自 動 車 税 4，2 8 6 

L4・市 た ば ζ 消費税 4ス3 0 0 

5.電 気 ガ Jく 税 5 1， 0 0 0 

6.木 材 ヲ| 取

: 

ス 者E 市 計 画 税 8，9 0 4 

方 交 付 税 3，0 0 0 

1. :t:也 万 入チ? 付 税 3，0 0 0 

3.分担金及び負担金 4，7 5 2 

1. 負 ナ旦 ノsヘz 4，7 5 2 

4.使用料及び手数料 2 8，7 2 0 
.' 

1.使 用 料 1 2， 3 8 9 

2.手 数 1 6， 3 3 1 

5.国 庫 支 出 ~ 1 6 0， 2 8 4 

1.国 庫 負 担 金 3 7， 4 3 8 

2.国 庫 字南 助 金 1 2 2， 1 9 0 

3.凶 庫 姿 託 玉~ 6 5 6 

-~-

i る.，都 τちア 出 金 l________1_，__1 号852

li都負担金 L
2.都 補 助 金 !

一 ー

2，0 5 8 

1 1， 7 5 0 

3.委 託 ノ~ 6，0 4 4 

、

ス 財 産 i灰 入 2 4 0 

. 
1. 財 産 運 用 収 入 229 

2，財 産売払収入 1 1 

8.寄 付 金

一ー

1.寄 イ寸 金

9. 漁 入 金 3，0 0 0 

l.特別 会 計 繰 入金 3，0 0 0 

1 0， g者 収 入 1 0， 0 0 1 

1.延滞金加算金及び溺斗 1， 0 0 1 
同

， 2.市 ま員 :itへZ 利 子 300  

3.貸付金元利収入 2，0 0 0 

4.受 託事業収入 1， 7 8 4 

5.雑 入 4， 9 1 6 

1 1.市 僚 3 8，5 0 0 

l. 市 僚 3 8， 5 0 0 ， 

， 

放 入 .g- 計 7 9 3， 5 9 9 

-3-
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款 J- 項 メ4立ヘz:

1.議 会 2 3， 8 

1.議 会 貸 2 3， 8 

2.総 務 費 1 2 5， 1 7 2 
ーー

1. *宏、 務 管 理 費 7 3， 3 3 0 

2.徴 税 ' 資 2明 8 3 8 

3.戸籍住民登録費 1 3， 4 0 2 

4.選 挙 資 1， 8 5 9 

5.統 言十 調 査 費 823  

6.市 民 施 三E又ハd 資 3， 7 5 5 

ス監 査 委 貝 資 2， 1 6 5 

3.民 生 費
“ 

7 1， 7 4 5 

1.社 会 祉 資 1 8. 5 2 4 

2.児 童 ネ冨 祉 資 1司3 2 2 

3.生 活 保 護 安 3 O. 6 7 1 

4.災 害 教 助 主主 1 6 

5.国 民 年 金 資 3，2 1 2 

4.衛 生 賀 9 2.0 07 

1.保 健 衛 生 質' 1 1， 2 2 0 

2.清 掃 ist 5号 475

3.上 下 水 道 費 2 I， 3 1 2 

5.労 働 貨 5， 6 0 8 

1.失 業 対 策 蛍 4. 6 3 4 

2.労 1劫 謡ー 貸 9 7 4 

6.農 米-'"ι 
主主 1 5，.1 0 9 

1.炭 業 党 1 5. 1 0 9 

ス 商 工 資
， 

4， 1 0 1 

1. 商 工 'i!( 4. 1 0 1 
一 一一 一一一一

ー_11_ -r -ー一

忍; 了斉 金
一 一 一

8.土 方ミ 設 8 9， 
一 一 一一

1.土 木 ム国fS 王宅 !c:'，'; 8， 
一 -一 一一一一一一一

2.道 ßí~ 橋 ?手Z?くA 5:-'て 4 0， 

3.都 市 言十 函 」匂，ムI(

一一一一ーー一一一 -

4.住 宅 主t 1 5， 
"ート一一ー一一一‘

呪消 防
、費 2 8. 4 3 9 

1.消 i坊 資 2 8， 4 3 9 

1 0，教 育 資 3 1 3. 7 9 8 

1.教 育 1'1υ公じ、 務 貸 1 6， 2 8 5 

2.小 弓片ムt. 校 員' 2 4 3， 7 1 6 

3.中 学 校 資 4 2，.0 1 9 

4.社 会 教 育 資 8， 9 0 2 

5.保 健 体 コ間民 設 2. 8 7 6 

1 1.災 害 復 !日 5金

， 1.土木施設災害復 旧 費

{i:i 
. 

1 2.公 受 2 3. 8 3 1 

f .1.公 債 f主 2 3. 8 3 1 

1 3.語'
一

支 出 金

1.普 通 財 産 取 得 資

1 4. li操 上 充 用 金 100 

1.繰 上 充 用 金 100 

1 5.予 合宿 273  

台首 資 273 

793， 5 9 .~ 歳 出 ぷ口)，... 言十
、.
司、

RJV 
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第 2表rT償

方法Kよ¥1遣期間及び償還年|浪を短縮し、

夕起債す|もしくは操上償還または低利債
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昭和 39年度日野市公益質屋特別会計予算

昭和 39年度の日野市公益質屋特別会計の予算は次の定める ととろ Kよる。

(歳入歳出予算〉

才 1条 歳入歳出の総額は、 歳入歳出それぞれ ス92 6千円とする。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金額は「才 1表

歳入戎出予算JVc.よる。

(一時借入金〉

方 2条 地方自治法才 23 5条の 3才 2項の規定Kよる一時借入金の借入

れの最高額は 1，0 0 0千円 と定める。

IiB和 39年 5月 12日提出

東京都日野市長古 谷 太 郎
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日野市公益質屋特別会計歳入歳出予算(第一表〉

.J>でー

戚

款

入

1.公益質屋収入

歳 入

歳 出

款

詰支 出

i 

、

1.質

2.繰

3.繰

4 雑

え口』

1.事

3.予

えEh3h 

項 :& 額

屋 収 入 ス424千円

越 金

入 金 500  

収 入

言十 ス9 2 6 

項 3i 額

務 資 7 2 0千円

業 費 え200

備 資 6 
E 

計 スヲ 26 
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昭和ろヲ年度目野市国民健康保険特別会計予算

昭和 3 9年度日野市国民健康保険特別会計の予算は、次十て定めるととろによ

る。

(歳入歳出予算〉

芳 1条 事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入放出それぞれ

4ス534千円と 定める O

2. 病院勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

5 3， 8 8 1千円と定める。

3. 診療所勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

1 1， 1 4 2千円と定める。

2. 事業勘定、病院勘定かよひ診療所勘定の歳入歳出予算の款項の区分台

よび当該区分どとの金頒は「才 1表歳入歳出予算 J{rCよる。

(一時借入金〉

才 2条 地方自治法才 2 3 5条の 3:;;t2項の規定Kよる一時借入金の借入れ

の最高額は事業勘定 5，0 0 0千円、病院勘定 5，0 0 0千円、 診療所

勘定 3，0 0 0千円と定める。

(歳出予主主の流用〉

才 5条 地方自治法芳 2 2 0条才 2項た工し警の規定κょタ歳出予算の各項

の経費の金偏を流用するととができる場合は、次のとなタと定める。

(1 ) 保険給付貨の各項K計上された予算編K過不足を生じた場合K

なける款内で ζ;九伝の経貨の各項の流用。

昭和 3 9年 5月 12臼提出

日野市長 古 主 主 太 郎

-9-
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第 1表 事業勘定 歳入歳 出予算

歳 入

款 Z真 金 額

1.国民健康保険税 1 6， 4 1 8千円

l.国民健康保険税 1 6. 4 1 8 
トー

2.使用料及び手数料 1 1 

1.手 数 料 1 1 

3.国 庫 支 出 金 2 3， 2 3 2 

司 1.国 庫 負 担 金 2 0， 2 2 6 

2.国 庫 補 助金 3， 0 0 6 

4.都 支 出 金 1， 8 4 8 

1.都 平市 助 金 1， 8 4 8 

5.繰 入 金 5，9 6 6 

1.他 会計繰入金 5，9 6 6 

6.繰 越 金

l.繰 越 金

ス諸 収 入 5 8 

1.延滞金及び過料 2 3 

2. f兵 金 利 子 3 2 

3.雑 人 3 

滋 入 ぷ口b、 計 4ス534
I 

-10-
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歳A 出

14o  8立 ti
款 項

一一
1.総 務 費

1 
1.総 務 管 理 資 3， 5 4 3 

ー'

2.徴 税 費 5 4 3 

I 2.保 険 給 付 費 3 8， 3 2 7 

養 諸 費 3 ス63 4 

之 助 産 資 483 

3.葬 祭 費 2 1 0 

3.保 健 施 ミロム九ι 費 2. 1 2 2 

1.保 健 施 き民只又a 資 2，↑ 2 2 

4.公 俵 費 6 0 

1. 公 債 資 6 0 

5.諸 支 出 3i 2， 6 3 9 

!.償還金及び還付金 1 8 

2.前年度繰上充用金 2， 6 2 1 

6.予 保育 費 3 0 0 
白

. 1.予 備 員' 3 0 0 

歳 出 メEb1h 計 4ス5 3 4 



第 1表 病院勘定歳入歳出予算

歳 入 歳 出

款 項 ー， 金 額 款 Z貢 金 額

l.診 療 収 入 5 0， 3 3 3千円 1.総 務 費 3 1， 6 1 1千円

1.入 院 収 入 2 1， 8 2 8 1.織 貝 資 2 5， 6 5 2 

2.外 来 収 入 2ヱ372 2.管 理 運 営資 5，5 7 6 

3.受託診療 収 入 1. i 3 3 3.研 uプbし 資 383 

2.使 用 料及び 手数料 353 2.医 業 費 1号 054
働 4

可E

1.使 用 料 4 2 1. 医 業 費 17， 536 

2.手 数 料 3 1 1 2.給 食 資 1， 5 1 8 

ろ.繰 入 f早¥乙 2， 3 8 0 3.施 き民八又d 
ーg次J:::.. 合背 資 510 

1.繰 入 金 2.3 8 0 1.施 プ~又L 整 備 資 510 

一-
4.繰 越 金 4.公 債 費 1， 9 5 0 

1. 議 越 金 1.公 債 資 1， 9 5 0 

5雑 収 入 814 5. 面者 支 出 金

1.給 食 料 673 1.繰 上 Y一+じ? j判 ノsヘz 

2.預 ノ~ 不U 子 6 5 6.予 備 資 755 

3.雑 入 7も 1.予 (拍 資 7 5 5 

-ー

歳 入 ，企口』 言十 5 3， 8 8 1 }t~ 出 ぷ口b、 言十 5 3. 8 8 1 
_J 

」“ー一

-12- -13-



第 1表 診療所勘定歳入蔵出予算

歳 入 歳 出

款 項 王戸立、 額 款 項

ーー

1.診 療 収 入 1 0， 4 7 4千円 1.総 務 費 8， 0 2 9千円

1.入 院 収 入 2.3 1 0 l.施 三昆ゾ又し 管 理 :設 8，0 2 9 

2.外 来 収 入 8. 1 6 4 2.医 業 費 2，58 0 

2.使用料及び手数料 4 8 " 1. 医 業 資 2，308  

1.使 用 料 1 8 2.給 食 費 2 7 2 

2.手 数 料 3 0 3.繰 上 充. 用 金

3.財 産 収 入 l.繰 上 充 用 金
ー・ー

1 .財産売払収入 4.公 債 費 332  

4.繰 入 金 4 1 6 1.公 債 資 332  

1.繰 入 三戸E、". 4 1 6 5.予 1im 費 2 0 0 

5. i操 越 金 備 費 200 

1. 繰 越 3戸Z、』

6.諸 収 入 202  
ー

1.予 金 利 子

2.維 入 201 

歳 入 LEA 3 言十 1 1， 1 4 2 五~ 出 え口:，.. 
、

1 1， 1 4 2 

一 一 一

-14- '-1 5-



昭和 39年度日野市都市計画事業

特別会計予算

予 算 公
A
U

O
布市 員iJ

昭和 39年度目野市都市計画事業特別会計予算は次に定める ととろ Kよる。

(歳入 ・歳出予算の総額及び区介)

ガァ 1条 歳入 ・歳出予算の総額は歳入 ・歳出それぞれ 2 4， 0 8 5千円と定め

る。

2. 歳入・ 歳出予算の款項の区分及び当該区分どと の金額は「才 1号歳

入 ・歳出予算Jによる。

昭和 39年 3月 12日提出

日野市長 古谷太郎
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方 1号 歳入・歳出予算

歳入

科 目 :t51h乙、

芯さ'7!.-え， 項 千円

1.繰入金 17，585 

!繰入金 17，585 

2.国庫支出金 2，500 

l開始| 2，500 

3.市 債 4，000 

l土 木44000

， 

歳入合計 24β85 

歳出

科 日

款 項 千円

1.平山台区
24.085 

踊埜理f1t

1.平山台区
24，085 

画笠理費

歳出合計 24.085 

-18-
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昭和 39年度日野市用地特別会計予算

昭和 39年度目野市用地特別会計の予算は次 K定めると ζ ろKよるの

f 

(歳入歳出予算〉

才 1条 歳入歳出予算の総額はそれぞれ 25. 6 2 5千円と定める

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金額tli才 1表歳入

歳出予算」による

(一時借入金〉

方 2条 地方自治法才 23 5 粂の 3 才 2 項の規定による - tl寺借入金の借入 ;~ ~ 

の最高頒は ス札口 O~円と定める。

昭和 39年 5月 2 1日提出

臼野市長古谷太郎

-1 9--



第 1表 歳入歳出予算

歳入

款|

1.財産収入

トー

歳入合計

「一一一一一一一一一寸

項 i金額|

| 千円 i
25.625 

1.財産売払!
I 25，625 

収 入 i

!25，62_5 I 

歳出

ポー+イ

1.用地変

12.公 債費

3.繰 上充
用金

4.予 備費

歳出合計
L_  

-20ー

項 金 額

21，80 
千。円

|用地買収
.受 21，800 

3，182 

1.利 子 3，182 

1.上充用金

642 

一
1.予 備費 642 

25，625 

ー

昭和 3少年度目野市用品特別会計予算

昭和 39年度目野市用品特別会計の予算は次 'f(定めるととろ Kよる。

(歳入歳出予算 〉

才 ?条 歳入歳出予算の総領は歳入歳出それぞれ 3 6， 8 1 3千円と定める。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金績は「 才 1表 歳

入歳出予算J~'Lよる O

昭和 39年 5月 12日提出

日野市長古 谷太郎

-21-



第 1表 歳入歳出予算

れ
一
款

1.用品収入

項 額一戸
金
一
川

1.用品収入 33，813 l 
2.繰入金 3，00 IJ 

歳入合計

1.繰入金 3，000 

ー同一

歳出

款 ;実 |金 鎖

1.用品資 33.813 千円

1.用品t& 33，81 3 

2.議出金 ‘ 3，000 
ー

田町

1. ~吠:\~ 凶はLAi 3，000 

歳出合計 36β13 
ヤ

-22-

昭和 39年度目野市水道事業会計予算

(総見Ij) 

才 1条 昭和 3 9年度目野市水道事業会計の予算は次 K定めるととろによる。

(収益的収入及支出)

才 2条 収益的収入及び支出の予定額は次のとな b定める。

収 入

ガァ 1款 事 牙'::.'1:.ミとミ 収 益 5 7， 5 4 5， 0 0 0 

ガァ 1項 営 業 収 益 4ス25 2，0 0 0 

ガァ 2項 営業外収益 1 0，2 9 3， 0 0 0 

支 出

才 1款 事 業 資 5ス54 5， 0 0 0， .. ' 

方 1~員 営 業 資 }有 4 1， 5 3 9， Q 0 0 

才 2項 営 業 外 費 用 1 6，0 0 6， 0 0 0 

(資本的収入及支出)

ガァ 3条 資本的収入及支出の予定額は次のとなタ定めるo (資本的収入額が

資本的支出縦Vζ不足する綴 5，7 4 5， 0 0 0円は当年度分損益勘定留

保資金 6，81 4，00 0円で補てんするものとする。

収 入

才 1款 :員本的収入 2 0， 0 7号 000

二ザ 1 項 起 業- 債 1 0， 0 0 0， 0 0 0 

才 2:頭 価;会計からの繰入金 究 6 0 8， 0 0 0 

ガ7 3 :f長 繰 越 金 2，0 0 0 

ガァ 4-!:員 長期借入金 4 6 8， 0 0 0 

:t 5 ~画雑 収 入 1， 0 0 0 

支 出
.--

ガァ 1紋 資本的支出 2 5， 8 2 .4， 0 0 0 
¥ 

才 1項 縫設改良資 2 1， 7 4 0， 0 0 0 

::1' 2 ~長 企業債償還金 4， 0 8 4，0 0 0 
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〈継続交〉

才 4粂 継続貨 の総後及び年制緩は次の となタと 定ょうる。

款 項 竺 |年竺|事 き長 名 年割額
-ー

水道事業 上水道事業 日野市水道事業

資本的支出 建設改良資 経営変更事業
3 2 7， 0 0 0，0 0 0 3 9 ↑6，600，000 

4 0 76，600，000 

4 1 84，9 00，00 0 

4 2 7号300，000

4 3 69，600，000 

水道 事業 上水道事業 無形固定資産

資本的支出 建設改良資 購 入 資
6D 00，000 3 8 2，000，000 

3 9 2，000，000 

40l'2，ooo，ooo 

(債務負担行為)

才 5条 債務負担行為をするととができる事項及び限度績は次のとお、タ定める。

事項、婦問、 i設j支領 在 し

(企 業 偵 )

才 6条 起債の目的、限度領、起債の方法、利率及び償遂の方法は次のとなタ

定める。

起もえの目的 日野市水道義菜変史事訴さ費

|謀反 鎖 10，0 0 0，0 0 0円

起偵の万法 普通貨倍 または証券発行

利 率 8.0%以内

低迷の方法 政府貸金κついては、その融貨条件によ夕 、 銀行その他

の場合Kはその依ぽ者と協定するものを記献する 。た Y

し市財政の都合κょ.!?17riK{ ~~J I ~\j .&ひ伯途 J.Oji;J~ を短縮 し若

しくは線上げば返又は低利κ借タ伴えするととができる。
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〈一時借入金〉

才 7条 一時借入金の限度績は 5，0D 0，0 00 円以内と定める。

(予定支出の各項の経貨の金領の流用〉

才 8条 予定支出の各項の金額を流用するととができる場合は次の となタ と定

める。

なし

(議会の議決を経左ければ流用する ζ とが でき左い泌氏 〉

方ァヲ条 次Vζ 掲げる経費についてはその(とれらの〉経貸の金f舗を(とれらの

経費のうち他の経費の金額に若しくは)それ(とれら)以外の経費の

金額K流財し，又はそれ(とれら)以外の経費をその (ζ れらの)経

費の金額K流尉ずる場合は議会の議決を経左ければ左ら左い。

念し

(イ出会計からの補助金)

才10条 営業的使途及び建設的使途で一般会計から、 ζの会計へ補助を受ける

金績は 1号82史000円である。

(利益剰余金の処分)

才 11条 繰越(又は当年度)利益剰余金のうち何千円れ次のとなタ処分するも

のとする。

左し

(たな卸貸産購入限度傾)

才12条 た左在IJ資産の婦人限度舗は何千円と定める。

左し

昭和 39年 3月 12日提出

東京都日d市長古谷太郎
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収 益 的 収入及支出

収 入

款 項 目 日 野 多摩平 βiコk 言十 儲 ~ 

水道卒業 31，311，000 26，234，000 57，545，000 
収 益

営1業〉収益
23，269，000 23，983，000 47，252，000 

給1) 水収益
18，210，000 20，505，000 38，715，000 昭和 3 9年 4月より昭和 40年

3月迄の予定収入

受エ会事給収水益
3，682，000 2，018，000 5，加0，0∞新設工事収入

そ5業〕の収他の
工事設計料手検査数手料数. 工事検査手数

1，377 ，000 1，460，000 2，837，000 料 .材料
営益

2外〉収営業益
8，042，000 2.. 251，000 10，293，000 

受1取〉利息
預金利息

5，000 65，000 78，000 

2)他会 営業る的も使途で一般会計より繰入
計繰からの 8，036，000 2，185，000 10，221，000 れの 、

入金

3雑〉収入
その他の雑収入

1，000 1，000 2，000 

支 出

水道卒業 31，311，000 26，234，000 57，545，000 
費

営1業〉費用
24，305，000 17，234，OJO 41，539，000 

及1)浄}Jf水{水資
2，790，000 2，728，000 5，518，000 業浄水に場要及ひ"ポンプ設備の維持作

に要する費用

及2給〉配水水費
713，000 162，000 875，000 配備水設持備作給来水装授に付属ナる設I

の維 に要ナる貸用

y5k工〉弱4音L針合
2，976，000 1，889，000 4，865，000 給水装置の受託工事に必要な !{~I

用

4 ) 114， 798， 000 1 8，ω，000川 67，000 業;'_'(i務iJ加工業活幼二三般に!鎚 Fるi! 

Lー 一一一 'て 一一一一一」ー 一一一一一一一←ムムー一一一一一一一一一一一 一 ι 一一

'"' ， 
-;:'0一

lfi--l-1÷-F l日勺多刊 i合計 i

佑j 考

償5却){， 安弘i 曲ii 3，028，000 j 3，786，000 I (，，81 Li， 000 

外2)壁営間業
7，006，OGO 19，000，000 1ム肌000i 

支1払〉利息ム806，0001 8，899，000 

雑2)支出 50，000 I 1，000 51，000 

予3)備費 i150，000 I 1札 000

資本的収入及支出

j反 入

水倒道刺卒叉業入
~ 

20，079，000 0120，079，000 

企1) 業債 10，000，000 o 110，000， 000 

企1) 業債 10，000，000 0110，000，000 

か2)らイdの街繰;十
9，608，000 01 9，608，000 

入金

1 )イ雌詩十
からの ヲ，608，000 01 9，ω 8，000 一般会計からの無入金
繰入金

泌3)越金 2，目。。 。 2，000 

繰1) 越金 2，000 。 2，000 前年度からの繰越金

借4)入長金期 468，000 。 468，000 

1 )入長JVl
借金 468，000 。 468，000 

雑5)収入 1 ，000 。 1，000 

手1:E〉J1え入 。 1，000 

ーー勺 7 _



支 jお

回 |231， 野多摩平 l 合計|

. 
詰K 任-"ミ[ ， llii'f うL...... 

←一ー戸ー

y停j値!和下民J.i-業日 101，00012，717，000125，824，000 

事改1)業良上建水費設道 20，150，000 1，590，000 21，740，000 

建1) 設費
工事請負免 委託工事安及

16，053，000 500，000 16，553，000 雑工IjJ.費

長2〉7k器脅
量水器品17入安

d 

1，217，000 740，000 1，957，000 

購固五〉定入有資費形産 724，000 350，000 1，074，000 備品及び建設資材購入寮

固隣4定〕入無資費産形 2，000，000 012，000，000 給水権購入費

総5i係費 154，000 。154，000 
建る設PE用改良工事全般に関連す

雑6) 支出 2，000 。 2，000 

債2償〉還企金業 2，957，000 1，127，000 4，084，000 

債1償〉企還金業 2，957，000 1， 127，000 4，084，000 
企1k業:佼.借入金の元金償還

，.司
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昭和 39年度白野市下水通話茶会計予筑

(総 長リ)

才 1条 昭和 3 9年度目野市下水道事業会計予算は以下K定 ょうると とろKよ

る。

(収益的収入及支 出 )

ガァ2条 収益的収入及支 出の予定額は次の と:1-，.!J定める。

ガァー款

才 1~貢

ガ7 2項

才一款

才 1項

芳 2項

コサ7 3 ~真

(資本的収入及支出〉

収

事 クτ1ト主ミ2・ ヰ又 ナ..w.そLご-

ρ昌占C
Y誌7をて 収 2主

営業外収益

支

号F.E三T子 /一デtを、一、 貸

，邑出，c， 業ー 資 用

営業 外 費用

予 イ庸 資

入

8，176，000円

7，370，000 円

806，000 円

出

8，1 76，000円

ス058，000円

1，098，000 円

20，000 円

ガ7 3粂 資本的収入及支出の予定績は次のとなタ定める。 (主主本的収入額 が

:長本的支出獄-κ 不足するM1，370，000円は当年度分損淫勘定留保資金

1，.391，000円で補てんするものとする。〉

才一款

:;;t 1 ]~長

ガァ2;c同

ガァ3主([

え74JA 

l奴

:氏本的収入

」人よ二 栄

手前 助

他繰会主i訪入=らの

1't 担

合ミ

金

~~ 

ん:¥:'.1.'、: 

一・っ。-"-， 

入

26，152，0 00 円

6，480，000 円

ス800，000 円

762，000 円

i1，110，OuO 円



出

資

金

支

良

時

・支
一

一的

改

'

偵

本

設

品

一一流

災

娃

企

款

項

、

項

一
1

2

叶74

叶
オ
リ
オ

2 7， S 22.0 0 0 I斗

2スo70，000 ILJ 

452，000 円

仕j

(継続資)

才 4条 継続裂の総額及び年制額は次のとなり定める。

なし

(債務負担行為)

方 5条 債務負担行為をするととがで きる事項及び限度績は次のとお‘タ定め

る。

手項 蚊1 f首J I県度額 左 し

(企業債〉

ガ7 6条 起偵の目的、限度額、起伎の方法、利率及償還の方法は次のとなタ

定める。

起債の目的

以 j友 好{

起債の方法

利率

日野市下水道事業変更卒業費

6，8 0 0，0 0 0円

普通貸借または証券発行

8.0%以内

fJr迷万法 政府資金{てついてはその似災条件(ζ よD銀行そ

の他の;場合κはその偵権者と協定するものを記

載すゐ。た三し市財政の右目合によタ悩量以31長及

び偵逃JiJji咲を短編し若しくは線上lヴ依注又は低

利κイ昔D替えするととができる。

(一時借入金〉

才 7糸 一時倍入するととができる金泌は常時 1，500，000円以内と定める。

(支出予定の各項の従貨の金舗の6ftJ.{-J ) 

オ8条 二予定支出の各ろ貨の金磁を流):1)するととができる場合は次の通Pと定める。
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ー弐

な し

(治会の議決を従乏ければ、流用するととができ ない日ヶ':) 

ガァヲ条 次に掲げる経貨についてはその (ζれ らつ〉説法の金u百五:(とれら

の経費のうち池の滋賀の金鋲K宕しくは〉それ(と ;11ら)以外の巡

貸の金額(r:と流用し、又はそれ(これら〉以外の経誌をその(とれら

の〉経貨の金従κ流用する場合ば議会。議決を従なけれは、左らない。

左し

(他会計からの補助金)

ガァ 1晩 営業的使途及び泌設的使途で一般会計よりとの会計へ補助を受ける

金溺は 1，48 3，0 0 0円である。

在 し

(利益剰余金の処分)

コサ1" 11条 繰越(又は当年j之〉利益剰余金のうち何千円は次のとなり処分する

ものとする。

左し

(たな缶IJ資産階入限度額〉

7r 14条 たな却資産の購入|思皮綴はイ可千円と定める。

左し

日自利 39年 5月 1 2日

東京都 日野市長古 谷 太 郎

-31-



収益:的収入反支出

1[又 入

款 項 目 予定額

1.下水道卒業
8，1 76，0 00 

j反 益

1.営業収主主 三370，0l)り

1.下水道処理
7， 321，000 

昭和 39年 4月より 40年 3月まで
JIX_ 益 の下7お藍使用料ー予定収入

2.受託工事
1，000 工事収益JI又 益

3.その他営業
48，000 排水設備申請手数和い反益収 益

2.営業外収益 806，000 

1.受取利息 70，000 予金利子等の収入

2.他会計より
721，000 営業的使途で一般会計より繰入れる

の繰入金 もの

3.雑収益 1 5，00 0 私用電話等の収入

支 出

款 項 自 予定額 Vi有 ご1-ラL 

t刊 錨喋宍 8，1 76，000 

1営業授FFJ ス058，000

1~7鴎拠理費 2，390，00 0 汚水処理に直接要する開ヲ

2.受託工'11:資 1，000 汚水廃出装置の受託工半費用

5総係安 3，276，000 ヰ五三義治動全般に関連する費用

4.減価償却資 1，39 1，000 償却資産に亦げる減i耐 抑 費

2.営業外費用 1，0ヲ8，000

1支払利息及
1，097， 000 借入金及企業の利子

企薬債利子

2.雑支出 1，000 雑支出

3.予 uiij 費 2 0，0 U 0 

1. 子 fí:~ì 1そ 20，0 iJ 0 予I'::i';'l(
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資本的収入及支出

収 人

款 項 目 予定紙 備 考

1.下資本水道事業 2 6，1 52，000 
的収入

1.企業債 6，480，000 

1.企 業債 6，480，000 終末処理場拡張.工事企業債

2補助金 ス800，000 

1.国庫補助金 ス800，000 終末処理場拡張.工事補助金

3.繰入 金 762，000 

1.他の会繰計入金から 762，000 一般会計からの繰入金

4.負担 金 1 1，1 1 0，00 0 

1.工事負担金 1 1， 1 1 0，0 0 0 終埋末設処理拡担張工金半等負担金及排負担水管金
工卒負 住宅公団

支
判
い
剖

款 項 目 予定額 備 ご4拡~

1.資下水本的道部支業山 2ス522，0 0 0 

1.建設改良費 27， 0 7 0，0 00 

1.建 設費 26，8 70，000 終末処理場拡張工"jJ費

2.総係費 5 2，00 0 建設改良工事全般に関連与る期!

3.購固定入資産費 148，000 

2.企業債
452，000 一償還金

1.償還元金 452.000 企業債の元金償還 .ιR 
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